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My Photo Corner
皆さんお元気ですか。増田忠二です。

昨年思わぬ大病を患い、

死線をさまよいました。し

かし、生来の元気者、たま

には街に出られるまでにな

りました。

ワイズの皆さんにはきち

んと退会の挨拶もできぬま

ま今日に至り申し訳ありま

せん。街で出会ったら声を

かけてください

※先月の写真はジオラマで鶴屋ホテルなどが立ち並んでいた

時の様子を表したものです。昭和 38 年に放送用に製作されたも
ので図書館に収納されています。

HAPPY BIRTHDAY
９月 ２日 藤井 銀次郎君

1 ９日 加藤 博君
MENETTES HAPPY BIRTHDAY

該当者ございません
WEDDING ANIVERSARY

該当者ございません

お詫び：８月 23日が高橋四郎さんの誕生日でした
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第 ３ 回 役員会報告

書記 宝田昌孝

2018 年９月３日(月) 熱海 YMCA センター
勝又会長挨拶：

８月納涼例会は､熱海駅ラスカの屋上でバーベキュ
ー大会を催し大変好評でした。又､熱海クラブも同じ
場所で 26日に開催し８０数名の参加で盛況でした。

議題

1富士山部部会の件： 9月 30日（日）ニューウエルサ
ンピア沼津、登録受付 10 ： 30 ～部会・懇親会

２学童野球の件： 9月 22日（土）,23日（日）
小山公園にて８時３０分～

３韓国国際大会報告：小野田君より出発から帰国まで

の報告あり。レポートは８月号に掲載。

４その他：納涼例会会計報告あり・・・・・・・承認

＊委員会報告

プログラム：例会プログラムの通り

ドライバー：部会・懇親会、学童野球、 YMCA バーベ
キュー大会参加要請

会報・広報：校正１８日(火)19時、発送１９日(水)

親 睦：納涼例会収支報告・・・・承認

CS・ TOF ：十勝のカボチャ、ジャガイモ､タマネギの
購入者受付開始。

YMCA・ＡＳＦ・EMC・会則：特に無し

BF･EF･IBC･DBC･YEEP ：今期の懇親会は、ホストの
ため、 DBC クラブと日程等の打合せをする。

出席者； 勝又,宝田,藤間,小野田,陣内,菅谷,藤曲
高橋敏（８名）

今 後 の イ ベ ン ト 情 報

◎９月 30日(日)第４１回富士山部大会
懇親会 受付時間:10時 30分～

場所：ニューウエルサンピア沼津:登録費 6千円

2018年 10月 例会担当予告

例 会 10月24日(水）会 場 YMCAセンター

受 付 綾野 憲夫君 池島 恒夫君

司 会 加藤 博君 開会の祈り高橋 敏雄君

ワイズの信条藤曲 敬宏君 食前の祈り陣内 康策君

閉会の言葉 鈴木 規雄君

“奉仕は，元気で仲良く” 会報・広報委員: 綾野 憲夫 委員長・小野田 政弘 副委員長

国際会長主題 今 月 の 聖 句 アジア地域会長主題
“ Yes ,We can change ” あなたのパンを水に浮かべて流すがよい。 “Action”

『私たちは変えられる』 月日がたってからそれを見出すだろう。 『アクション』
東日本区理事主題 富士山部部長主題
『為せば、成る』 コレヘトの言葉１１章１～２節 『生き活き!ワクワク!仲間と共に!』

“ No challenge,NO fruit”
クラブ会長主題 『奉仕は、元気で仲良く』“Ｔhe Service with Lively and Friendly”

2018年 8月 納涼例会 報告

EMC委員長 藤曲 敬宏
毎年、残暑の残る 8 月例会は、暑気払いを兼ねて納涼

例会と称していつもと会場を変えて行っております。

今年は、熱海クラブのメンバーに熱海ラスカ店の渡辺

店長が入会したこともあり、熱海ラスカ屋上にできたバ

ーベキュー施設「デジキュー BBQ テラス」にて納涼例会
を行うことになりました。

当日のメンバーの参加者は 16 名、メネットも 4人、コ
メット 2 名、マゴメット 1 名、ビジター参加として熱海
クラブから梅田会長、松永書記の２名が参加。ほとんどの

メンバーが初めてこの施設を利用することもあり、皆さ

ん大変楽しみにしていました。

この日の食材

は、すべて持ち込

みＯＫということ

で、ワイズの西島

精肉店の高級和

牛ロース、国産地

鶏、肉厚タン、中

島水産で用意し

てもらったサザ

エ、ブラックタイ

ガーなど、新鮮で豪華な食材を堪能できました。（ただしメネットから食後にスイーツがあったらというリクエスト

があり来年開催の際には参考にします。）

屋上ということもあって、スタート時点ではまだまだ昼間の暑さが残っていましたが、途中からは、さわやかな海

風も吹き、納涼例会にふさわしくお酒も入り、メンバー同士の親睦を深めることができました。最後になりますが、親

睦委員会の菅谷委員長を始め委員の皆様、設営準備からかたづけまでお疲れさまでした。

例会日・毎月第４水曜日18:30～21:00 於 ＫＫＲホテル熱海 ☎ 0557-85-2000 勝叉会長 西山町26-3

熱海YMCAセンタ－ ☎ 0557-82-8521 ☎ 0557-82-3588

2018年度9月初例会プログラム

日 時 9月 26日(水) 18：30～21：00

会 場 熱海YMCAセンター

受 付 陣内 康策 君 江馬 一 君

司 会 藤間 孝夫 君

開会点鐘 会 長 勝又 隆吉 君

聖句朗読・開会の祈り 菅谷 正 君

ワイズソング 全 員

ワイズの信条 高橋 四郎 君

会長挨拶・ゲスト・ビジター紹介 会 長 勝又 隆吉 君

書記報告 書 記 宝田 昌孝 君

委員会報告 担当委員会

食前の祈り 鈴木 健之 君

会 食

誕生日・結婚記念日祝 司 会 者

卓話 郷土史研究家 片山 真人 様

スマイル 親睦委員会

出席・スマイル・Y基金報告 担当委員会

閉会の言葉 小野田 政弘 君

閉会点鐘 会 長 勝又 隆吉 君

8月 例 会 実 績

在籍者 17名 (内セニア会員 2名) スマイル&YMCA 基金 BF 目標 1人 8,000pt
出席者 16名 ゲスト 0 名 スマイル 18,000円 現金 pt 切手 P
メーキャップ 名 ビジター 2名 スマイル累計 104,000 円 8月 16,000円
出席率 100% メネット 7名 YMCA基金 2,954円 累 計 31,000 円
月訂正出席率 % 出席者合計 25名 YMCA基金累計 11,021円 総 計 円



例会写真集

←長老テーブル

左から藤間 Ys 、
江馬 Ys 、 藤井
Ys

→

長老メネットテーブル

左から藤井メネット

藤間メネット、江間メ

ネット

← いつも元気 陣
内コメット・マゴメ
ット

→

藤曲 Ys 、熱海クラブ梅

田会長、松永書記

熱海クラブ納涼例会

会報広報委員長 綾野 憲夫

８月２６日(日)熱海ク

ラブの納涼例会に

参加してきました。

会場は同じラスカ

屋上で、わがクラブ

の例会から５日後の

事です。

我がクラブの時には

熱海クラブの梅田会長、

松永書記が参加してく

れましたが、主目的は初

めての会場での１００規模

の手作りバーベキュー

大会の運営研究という

事でした。慎重！熱心！

当日は熱海クラブらし

く、お子さんが多く、泉

明寺 Ys がゲストの今宮神社の御鳳輦を紹介したりす
るなど大変賑やかな雰囲気でした。私もちゃっかりラ

イフ熱都の「昭和の熱海」と「松木路子‥対馬丸トーク」

の宣伝をさせてもらいました。

普段から大人数のイベントを手掛けている熱海クラ

ブのリーダーの皆様の目配り、行動力に合点！。

豪雨義援金贈呈

会報広報委員会
８月１６日、勝又会長と藤曲幹事が熱海市役所を訪問

し、先月の西日本豪雨の被害者への義援金を坂本信夫

健康福祉部長に手渡し、日赤県支部熱海市地区に治め

られました。

熱海新聞と伊豆毎日新聞で報道されていますが、勝

又会長は「皆が被災地のことを心配している。少しで

も役に立ちたいというのが全クラブの総意なので活用

してほしい」と伝えました。

このお金は７月のグローリークラブ初例会時に、富士

山部のメンバーを含め 57 名が集った時にスマイルと
して募金に協力いただいた貴重なものです。

しかし、この後

も台風、地震など

自然災害が続き

善意の心はいく

らあっても足り

ない状況が続き、

心配なことです。

地元熱海でも台

風 12 号の高波の
被害により、長期

にわたり市内交通が渋滞するという事態に至りまし

た。

災害から逃げることはできませんが、減災対策を常

に持つことによりダメージを減らすことは可能です。

グローリーの皆様足元を見直しましょう！

熱海 YMCA9月理事運営委員会

副会長 小野田政弘
９月６日(木曜日)、１８時より熱海 YMCA センターに

おいて理事運営委員会が開催され、下記の議題が審議

されました。

1)第３３回英語スピーチコンテストの準備について
2)Yセンター駐車場改修工事の報告
3)移動理事会の準備状況について
4)その他
滞りなく議事が

終了し、直ちにバ

ーベキュー懇親会

に移りました。委

員１９名の他、西山

地区のサポーター

３名が特別参加し

ました。

会議中からすでに熱海クラブ青木 Ys 夫妻の準備は
着々と進んでおり、肉や魚のいい匂いが立ち込め、気

もそぞろになっております。この夏３度目のバーベキ

ューで、味と段取り

には少々うるさくな

っておりましたが、

青木 Ys の焼き方と
青木メネットの一品

料理には納得、満足

いたしました。

写真提供 伊豆毎日新聞

サンマを網毎返すテクニック

YMCAセンターの工事から

会報広報委員会
ようやくセンター駐車場の改修工事が終わり、地

下ホールへの漏水も解決されました。

さて日頃゛何気なく使っている建物を改めて見直し

てみると何と不思議な建物と感じられます。

①既存の基礎に継ぎ足した柱

②事務所の上のモデルルーム

③大きな地下ホール等々

熱海 YMCA
は 1974 年 4
月に創立され

ていますが、 25
周年記念誌に

よ る と 翌 年

1975 年 5 月 10
日に「竹内氏所

有の建物の２階

部分１５坪を会員の基金で改装したとの記述がありま

す」

この建物は故竹内敏朗氏が経営していた一望閣とい

う旅館の一部で個人所有物ということですが、なぜ私

材を提供してまでこれほどワイズメンズ活動に打ち込

んだのでしょうか。先輩諸氏からその一端は漏れ聞い

ていますが全体像はいまだ解りません。

糸口は 1951 年(昭和 26 年)の金沢の日本区大会にあ
るかもしれません。その時の様子を「日本ワイズメン

運動 70年史」の祝辞で「名誉理事岩越重雄』さんが次の
のよう記述しています。

タイトル「日本の復興はワイズのユーモアから」と題

して

「チャーター早々の大阪土佐堀クラブが余興１等賞に

出した代物は十万円以上の大型姿見鏡。のしを付けて

１０人程度で踊り狂った。これに続くドンデンガエシの

話は直に話したい。新入りの熱海の竹内君はこの大饗

宴がお気にめし、ワイキチ後遺症で国際会長までして

しまうことになる。」

さてここに登場する岩越重雄さんは 1909年生まれ当
大阪の弁理士。竹内さん１９２５年生まれ、当時２６歳。まだ

熱海ワイズメンズクラブ誕生の１７年前で長崎か横浜に

所属しての参加だったはずです。

こうなると、何としても金沢での出来事をくわしく

知りたくなるものです。

十勝のジャガイモ申し込み
今回の申し込み受付の結果は、全体で 9 人１８箱 に

なりました。到着予定は 10 月後半になりますが、 地
震の影響で、収穫・搬送の両面で大変なようです。

十勝クラブの皆さんのご苦労に敬意を表します。

さて、ジャガイモの品種は農林 31 号と男爵と表示
されていましたが、みなさんどちらを選ばれたでしょ

うか？

農林○号と呼ばれると量だけの美味しくないイモを連

想するでしょうが、開発されたのが農林省というだけ

で流通用の芸名は「黄爵」「とうや」という立派な名前

を待っています。きっとおいしいでしょう。

２５周年記念誌より「改装前のセンター」

「軌跡 丹那トンネル
完成までのミステリー 」復刻版⑨

昭和九年十

二月一日、丹

那トンネルが

開通した時、

町の人々はど

のようにお祝

いし、子供た

ちはどのよう

に感じたので

しょう？

今井利久氏と加藤銀作氏は当時の様子を次のよう

に語っています。

「あの当時、街でただ一つの小学校(現在の第一小

学校)の生徒数は二千三百人くらいでした。その小学

校高等科の生徒(現在の中学一・二年生)はトンネル

の出口から水口町(海臧寺前)を通って御用邸まで旗

行列をし、低学年の児童は丹那トンネル開通の歌を

唄ってお祝いをしました。その日は、紅白のおまん

じゅうを貰ったように覚えています。」

当日の夜には、町を挙げて提灯行列が行われたそ

うです。

また当時、郵便局に勤務していた葛山朝三氏は、

全国からの依頼で、開通記念のスタンプ押しで大忙

しだったと

述懐されて

います。

昭和三九

年の新幹線

開通の時、

市民は鉄道

のスピード

革 命 に 喜

び、お祝いしましたが、丹那トンネルの開通は、それ

以上に大きな感動だったことがうかがえます。

♪丹那の山の地下深く

東西日本をつなぐべく

延長八千メートルの

丹那トンネル今や成る・・・・中略

♪常春熱海は躍進す

祝え 丹那の開通を

町の人々の期待感あふれる様子が浮かんでく

るようですね

"長老を訪ねて" 「あい」 30周年記念誌 より

鈴木徳治さん ８９歳

丹那トンネルは「水のトンネル」です。水抜き抗が

トンネルの２倍の長さだからです。したがって、トン

ネルを３本掘ったことになる。熱海市街地の水道は、

丹那トンネルのその１本の水抜き抗の湧水で、日々

の生活を支えている。感謝！感謝！ 2016/12/14






